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  令和7年度の新規入所者は49名、退所者は60名だった。また、12月から1月にかけ40名のインフルエンザ
罹患者があり、感染拡大予防対策としてのフロア間移動制限等が多くの利用者の身体機能の低下を招い
た。上半期は維持していた稼働率も低下し、既存入所者の継続利用と新規入所者の確保の両面で課題の
残る一年だった。
  業務省力化対策として行った千歳寮1階の居室調整は、各職種の動線や人員配置に変化を生じさせた。
今後、デジタル機器導入促進支援事業による介護ソフトの導入と一体となりＰＤＣＡサイクルを行いながら更
なる改善をすすめたい。業務省力化対策としては試験的に掃除ロボットの導入も行った。各部署とも人員確
保が難しくなるなかロボット等の導入が見込める業務はこれからも積極的に取り入れていきたい。そのほか、
東京都共同募金会の配分金により千歳寮2階の介護入浴装置の更新を行い、多くの利用者に快適に入浴
を楽しんでいただけるようになった。
  面会に関しては、社会でのコロナウイルスに対する認識に変化もあり家族等へのアンケート結果から要件
の緩和を行った。介護福祉士試験に関しては、3名が受験したが残念ながら合格者はなかった。但し、新合
格基準（パート合格制度）に該当する受験者がいるので科目を整理のうえ受験者のサポートを行っていく。
職員の確保に関しては、介護職のみ外国人職員の雇用を行えたが充足とまではいかず、全職種で体制整
備が必要な状況は続いている。
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